


NEWS RELEASE


平成１５年　８月２８日
ＴＢ０３－０４９
	食品中の残留農薬分析受託サービスに加え、抗菌性物質、金属類
及び水・土壌中の残留農薬の検査・分析の受託サービスを開始


タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）の食品安全検査センターは、本年３月より、食品中の残留農薬の「多成分一斉分析」受託サービスを行っておりますが、９月１日より、さらに３項目の新規メニューを加え、「食の安全パトロール®」受託サービスを開始します。

新規の追加メニューは：① 畜水産食品中の抗菌性物質検査、②食品・水および土壌中の金属類分析、③水および土壌中の残留農薬検査、の３項目です。

畜水産食品中の抗菌性物質検査では、残留している抗生物質と合成抗菌剤の検査を行います。抗生物質検査はバイオアッセイ法による簡易検査および分別推定検査により、また合成抗菌剤検査は「液体クロマトグラフ質量分析装置(LC/MS)」を用いた、１４種の合成抗菌剤の一斉分析法により行います。
　

食品・水および土壌中の金属類の分析は試料に酸を加え、マイクロウェーブによる高温・高圧条件下で試料を分解後、その分解溶液中の金属類を「誘導結合プラズマ発光分光分析装置(ICP)」を用いて定量します。分析可能な金属としては、ヒ素、カドミウム、鉛、水銀、スズなどの有害金属のみならずアルミニウム、鉄、銅、ニッケルなどの通常の金属類、更にナトリウム、カリウムなどのアルカリ金属までを含み、ほとんどの金属類を高感度で分析することができます。

　

水および土壌中の残留農薬検査では、ゴルフ場で使用されている農薬 (４５農薬)および環境基準農薬（３農薬）を、「ガスクロマトグラフ質量分析装置(GC/MS）」による一斉分析、「高速液体クロマトグラフ装置(HPLC)」による一斉分析、ガスクロマトグラフ装置(GC)などにより検査します。

　

当社は、今回のメニューの追加により、食品および環境に対して安心を求める多くの消費者ニーズに応えるものと考えています。今後さらに、より迅速で精度の高い分析を目指すと共に、より消費者ニーズの高い「食の安全パトロール®」メニューの拡大に取り組んでいきます。

「食の安全パトロール®」新規受託サービス内容

	分析項目
	分析料金(円)

（消費税含まず）
	分析必要日数

	畜水産食品中の抗菌性物質検査

・残留抗生物質簡易検査

・残留抗生物質分別推定検査

・残留合成抗菌剤の一斉分析
	50,000

100,000

230,000
	７

７

７

	食品・水および土壌中の金属類の分析

・４金属元素まで

・追加１金属元素ごと
	47,000

5,000
	７



	水および土壌中の残留農薬検査

・ゴルフ場使用農薬（４５農薬）

　　基本３１農薬（GC-MS一斉分析）

　　基本１０農薬（HPLC一斉分析）

　　単品４農薬

・水・土壌環境基準３農薬検査

　（チウラム、シマジン、チオベンカルブ）
	135,000

67,000

１農薬　74,000

175,000
	７

７

１４

１４


ご注文・お問合せ先：タカラバイオ(株)　食品安全検査センター
Tel：077－543－7280, Fax：077－543－7226
E-mail：foodsafety@takara-bio.co.jp

当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
この資料は、　8月28日に京都経済記者クラブに配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞
【語句説明】

農薬
農薬取締法において「農作物を害する菌、線虫、だに、昆虫、ねずみその他の動植物またはウイルスの防除に用いられる殺菌剤、殺虫剤その他の薬剤および農作物などの生理機能の増進または抑制に用いられる成長促進剤、発芽抑制剤その他の薬剤をいう」と定義されています。用途別に見ますと、害虫を防除する殺虫剤、農作物にとって有害な菌（細菌や糸状菌）を防除する殺菌剤、雑草を防除する除草剤、種なしぶどう等を作る植物ホルモンの植物成長調整剤等があります。
多成分一斉分析
一度に多種類の農薬をスクリーニング分析する方法のことで、どのような農薬がどの程度残留しているかを素早く検査するのに最適な方法です。
抗生物質

　種々の微生物（細菌、真菌、放線菌）により生産され、他の生細胞の発育を阻止する物質をいいます。主に微生物による感染症の治療薬として使用されています。主なものとして、ペニシリン系（ベンジルペニシリン、アンピシリンなど）、テトラサイクリン系（オキシテトラサイクリン、テトラサイクリンなど）、アミノグリコシド系（ストレプトマイシン、カナマイシンなど）およびマクロライド系（エリスロマイシン、スピラマイシンンなど）抗生物質などがあります。

合成抗菌剤

　微生物の発育を阻害する化学的に合成された物質で、サルファ剤（スルファジミジン、スルファメラジンなど）、ニトロフラン剤（フラゾリドン、ジフラゾンなど）、キノロン剤（エンロフロキサシン、オキソリン酸）などがあります。　

　

バイオアッセイ法

　ある物質を生体に与えて、それに対する生物反応から、その物質の性質、構成成分および効力を推定する方法をいいます。本簡易検査の場合では、検定菌に検体を加えてその増殖を調べます。検体中に抗生物質が含まれていれば，その抗菌性により検定菌の増殖が抑制されます。この増殖抑制の有無を調べることにより、検体中の抗生物質の有無を検査します。

簡易検査

　抗生物質の検定菌に対する抗菌作用を利用したバイオアッセイ法により、検体中の抗生物質の有無を検査する方法です。方法は平成６年に厚生省から示された「畜水産食品中の残留抗生物質簡易検査法」に準拠します。
分別推定検査
　検体中に含まれている抗生物質の化学的性質の差を利用して抗生物質の種類を推定する方法です。検査方法は、平成６年に厚生省から示された「畜水産食品中の残留抗生物質分別推定法」に準拠します。検体中に含まれている抗生物質の種類を、ペニシリン系、テトラサイクリン系、アミノグリコシド系およびマクロライド系として推定します。

液体クロマトグラフ質量分析装置(LC/MS)
液体クロマトグラフ(LC)で分離した有機物をイオン化し、オンラインで質量分析計(MS)に導入して質量スペクトルを測定するための装置です。質量スペクトル上の質量数から有機物の構造決定、定性、定量分析ができます。GC/MSでは分析が困難な、難揮発性あるいは熱に不安定な化合物の分析が可能です。
液体クロマトグラフ装置(LC)
液体を移動相とするカラムクロマトグラム法です。液体試料がカラムを通過する間に成分が固定相との親和力の差によって物質を分離する装置をいいます。多成分混合物の分析、微量成分の定量に用いられます。
マイクロウェーブ

　波長約１m以下の電波で、遠赤外部に接する１mm以下のサブミリ波まで含まれます。用いる装置は、大型の電子レンジに耐圧性を持たせたものと考えてよいでしょう。

誘導結合プラズマ発光分光分析装置(ICP)
　試料に、高周波誘導によって励起されたアルゴンプラズマによりエネルギーを与えて励起発光させ、この光を回折格子を備えた分光器により分光し、得られた原子スペクトルの波長および強度を測定し、原子の種類と濃度を決める装置をいいます。　　

アルカリ金属

　元素を原子番号の順に並べた周期表の１A族の金属で、リチウムLi、ナトリウムNa、カリウムK、ルビジウムRb、セシウムCsなどの総称をいいます。

ゴルフ場使用農薬 (４５農薬)

　環境省は、ゴルフ場で使用される農薬（４５農薬）による水質汚濁を未然に防止するため、ゴルフ場で使用される農薬について水質調査の方法やゴルフ場の排出溝において遵守すべき農薬濃度目標（指針値）を定めた「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指針」を通知しています。この検査はこの通知に準じて行うものです。

環境基準農薬（３農薬）
　チウラム、シマジン、チオベンカルブの３農薬をさしています。これらの農薬は、環境省がもうけている「排水基準・特定地下浸透水・地下水の浄化基準等・下水の水質・土壌汚染対策の地下水基準」の分析対象項目に含まれている農薬です。また、「土壌の汚染に係る環境基準・土壌汚染対策の溶出量基準」の分析対象項目にも含まれている農薬です。

ガスクロマトグラフ質量分析装置(GC/MS)
ガスクロマトグラフ(GC)で分離した有機物をイオン化し、オンラインで質量分析計(MS)に導入して質量スペクトルを測定するための装置です。質量スペクトル上の質量数から有機物の構造決定、定性、定量分析ができます。
ガスクロマトグラフ装置(GC)
試料を気体状にしてカラムを通過する間に成分が固定相（充填剤）との親和力の差によって物質を分離する装置をいいます。多成分混合物の分析、微量成分の定量に用います。
高速液体クロマトグラフ装置(HPLC)
移動相に液体を用い、高い圧力をかけてカラム内に移動相を高速で流し込み、移動相とカラム内の固定相（充填剤）との親和力の差により物質を分離する装置をいいます。多成分混合物の分析、微量成分の定量に用います。
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